
（出典） 統計でみる都道府県のすがた２０１８

　県の財政力４位、一方、県民一人当たりの福祉、暮らしの予算は最低クラスのまま。
税金の使い方をあらためて、安倍暴走政治からの「防波堤」となる千葉県めざして、
一歩、一歩、県政を動かし住民の願いを実現しています。

県立高校
エアコン

県教委が費用を負担
ねばり強く８年越しのとりくみが実りました

精神障害への助成　請願全会一致で採択
患者の声を突きつけ繰り返し迫りました

老朽化校舎等の修繕費1.5倍にふやす

重度障害者
医療費助成

　県費で教室にエアコンがない県立高校にエアコンがつきます。保
護者がエアコンリース代を出している高校の費用も県が負担すること
になりました。

生徒、保護者、先生の訴えを議会に届ける
　県教育委員会は「保護者から設置希望があった場合、許可した」と
平然と述べ、県民の怒りを買いました。
　日本共産党は「親にエアコン代払ってと言えない」「生徒会で扇風
機を買うしかない」「暑くて頭が痛くなる」「汗びっしょりで勉強に集
中できない」など生徒の声を議会で突きつけてきました。
　「教室と職員室へのエアコン設置を求める」請願の採択にも努力し
ました。しかし自民党、公明党などは反対し、この願いに背きました。

灼熱の教室を調査し、繰り返し迫る
　朝から30度を超え、昼間は34度の教室。議会で学校環境衛生
基準（28度未満）を上回る実態を示して、求め続けました。
　ところが県教委は災害級の「酷暑」と認めながら「教室、廊下の換
気、体操服への着替え、給水タイム」などを指導しているとの驚くべ
き答弁を重ねてきたのです。

　県立高校の外壁亀裂、雨漏り、トイレの排水不良、床の歪
み、非常階段の錆などが放置されています。
　日本共産党は、学校現場からの声や写真を示して早急な対

策を求め、2018年度は前年の1.5
倍、11億円にふやすことができまし
た。しかし2000件を超える修繕要
望の1割から2割しか修繕できませ
ん。さらなる増額が必要です。

　重度障害者医療費助成制度の対象は、「身体障害者」と「知的障
害者」のみです。2018年6月県議会で「精神障害者」も対象に加える
請願が全会一致で採択されました。

毎月の医療費が1万5千円もかかる
　重いうつ病の、ある女性は、他の病も併発し、毎月数万円の収入
から1万5千円近くも病院に支払っています。医療費負担軽減の緊
急性を訴えてきました。

家族会と懇談
　千葉県精神障害者家族会連合会と懇談し、「障害者基本法や

県教育費の0.4％で可能
　日本共産党は、すべて県負担で教室、職員室、音楽室などにエ
アコンを設置した神奈川県を調査し、千葉県も年間約14億円、教
育費のわずか0.4％あれば教室や職員室にエアコンがつけられること
を明らかにして決断を迫りました。
　引き続き職員室などへの設置を求めていきます。

障害者差別禁止法では、身体、知的、精神の３障害が位置付け
られている。精神だけ外すのは差別だ」と、議会で厳しく指摘しま
した。

直ちに実施を
　県は、市町村の意見が分かれているなどと逃げてきましたが、す
でに県内6市が実施しています。全国では２７道府県が助成し、関
東近県で残っているのは千葉と栃木だけです。県の役割は、まず実
施して市町村に広げることです。

　2018年度までに圏央道や北千葉道路などに3455憶円をつぎ込みます。水が余り、洪水
対策も効果もない八ッ場ダム建設への県の負担は464億円。つくばエクスプレス沿線開発の
総事業費は2000億円です。こうした大型公共事業には県内財界団体からの要望が色濃く反
映しています。不要不急な巨大開発の浪費の抜本見直しを求めているのは日本共産党です。

JCP CHIBA

住みよい千葉県めざしてがんばります　日本共産党

県の財政力 4位
社会福祉費（人口１人当たり） 46位
老人福祉費（人口１人当たり） 47位
児童福祉費（人口1人当たり） 45位
教育費（人口1人当たり） 45位
医師数（人口10万人当たり） 45位
看護師・准看護師数（人口10万人当たり） 45位

千葉県の
全国順位

住民の願いを届けます
　2015年６月～2018年12月の県議
会に提出された請願総数は104件50万
4061人。このうち共産党は79件（76％）、
53万1578人（95％）を紹介しました。
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住みよい千葉県めざしてがんばります　日本共産党

保護者が払うリース代なくなる


